
旧福島県水産種苗研究所建屋コンクリートの汚染の特徴 

○山田 一夫１・新井 裕之 1・遠藤 和人 1 
(所属 １: 国立環境研究所)  

 

コンクリートへの Cs 浸透の理解は、汚染廃棄物処分施設を鉄筋コンクリートで建設する

場合や、東京電力福島第一原子力発電所の廃炉過程で必要となる多量の建屋コンクリート

の解体、除染、保管、処分計画 [1]に必須である。汚染水に節した状態にあるタービンピッ

ト地下構造物については文科省英知事業において

種々の検討を行った[2]が、地上部での汚染の情報は

限られている。本報告では既報の汚染解析事例[3]に

加え、追加情報を考慮し、降雨に曝される地上部のコ

ンクリートの汚染の特徴をまとめる[4]。 

・現場での表面線量率計測は、遮蔽体があっても NaI

は環境放射能の影響をより強く受けるため、GM 管が

より適切である。 

・放射能濃度推定は、GM 管の現場測定ではばらつき

が大きく、採取試料を低 BG 環境で NaI により計測す

ることが好ましい（図 1）。 

・汚染は水平面が垂直面や裏面よりも大きかった。 

・屋外にある倒壊した柱の表面の線量率は2014年12

月から 8 年で半減した（図 2）。炭酸化ペースト部に

吸着された放射性 Cs が溶脱したものと推定される。 

・室内密閉保管では、放射性 Cs は移動しなかった。 

・コンクリートの表層汚染は、炭酸化したセメント

ペースト部分でも顕著であるが、ある種の骨材によ

る放射性 Cs の濃縮も認められた（図 3）。 

・コンクリートの汚染は炭酸化部

分で顕著であり、倒壊し被りコン

クリートが剥落し炭酸化していな

い部分では表層のみであった。 

・骨材の種類によっては粒子全体

に放射性 Cs が浸透しており、周囲

のセメントペーストよりも大きい

汚染であった。さらに、ひび割れに

沿って、深部の骨材が選択的に汚

染されている状況も認められた。 
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図 1 汚染コンクリートの表面放射能濃度と

サーベイメータによる評価の関係 

 
図 2 コンクリート柱の線量率経時変化 

 
図 3 コンクリート柱からのコア（径 5cm）断面のイメージングプレ 

ートによるオートラジオグラフィ（左はフェノールフタレイン
噴霧による中性化部の評価） 


